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子たちよ、あなたがたに書き送ります。イエスの名によって /あなたがたの罪が赦され

たということを。父たちよ、あなたがたに書き送ります。あなたがたが初めからおられる

方を/知っているということを。若者たちよ、あなたがたに書き送ります。あなたがたが悪

い者に勝ったということを。子どもたちよ、あなたがたに書き送ります。あなたがたが御

父を知っているということを。父たちよ、あなたがたに書き送ります。あなたがたが、初

めからおられる方を/知っているといことを。若者たちよ、あなたがたに書き送ります。あ

なたがたが強く /神の言葉があなたがたの内にとどまり /あなたがたが悪い者に勝ったと

いうことを。世も世にあるものも、愛してはなりません。世を愛する人がいれば、御父の

愛はその人の内にありません。すべて世にあるもの、すなわち、肉の欲、目の欲、見栄を

張った生活は、父から出たものではなく、世から出たものだからです。世も、世の欲も、

過ぎ去ります。しかし、神の御心を行う者は、永遠にとどまります。（Ⅰヨハネ 2：12～ 17）  

 

主イエスは「最後の晩餐」でお別れの説教をされ、最後に「これらのことを話したのは、

あなたがたが私によって平和を得るためである。あなたがたには世で苦難がある。しかし、

勇気を出しなさい。私はすでに世に勝っている（ヨハネ 16:33）」と締めくくられた。福音

は既に与えられ、主イエスの勝利に与り、平和に与っている。信仰は、この恵みの現実を

喜ぶことである。ヨハネの手紙一の著者は、既にいただいた救いを感謝し、「私があなたが

たに書き送るのは」と呼びかけ、ヨハネ教団の各層に向かって書いている。「①子たちよ、

あなたがたに書き送ります。イエスの名によって /あなたがたの罪が赦されたということ

を。②父たちよ、あなたがたに書き送ります。あなたがたが初めからおられる方を/知って

いるということを。③若者たちよ、あなたがたに書き送ります。あなたがたが悪い者に勝

ったということを。④子どもたちよ、あなたがたに書き送ります。あなたがたが御父を知

っているということを。⑤父たちよ、あなたがたに書き送ります。あなたがたが、初めか

らおられる方を/知っているといことを。⑥若者たちよ、あなたがたに書き送ります。あな

たがたが強く/神の言葉があなたがたの内にとどまり/あなたがたが悪い者に勝ったという

ことを。」女性への呼びかけがないことが気になる。 

「ヨハネ教団」に集い、主イエスの福音を聞いた者たちは、十字架によって罪が赦され、

初めから存在するイエス・キリストとあなたがたの御父を知り、悪い者に打ち勝ち、神の

言葉がいつも内にある。世の苦難に遭遇していようとも、あなたがたは既に、主イエスの

救いを受けていると、全てを「是」としている。パウロは、Ⅱコリント 1 章 19～ 20 節で、

「あなたがたの間で宣べ伝えた神の子イエス・キリストは、『然り』と同時に『否』となっ

たような方ではありません。この方においては『然り』だけが実現したのです。神の約束

はすべて、この方において『然り』 となったからです。それで、私たちはこの方を通して

神に「アーメン」と唱え、栄光を帰するのです」と書いている。信仰は、主イエスが「然

り」を実現してくだったことに対し 「アーメン」と応答することである。この「然り」の

福音に留まるために、神に絶えず目を向け、神の御心を求めよと勧める。肉の欲、目の欲、

見栄を張った生活は、過ぎ去っていくこの世のものであり、それらに心を奪われてはなら

ない。世を愛する人には、神への愛がその人の内にない。神を愛し、御心を行う人が永遠

の命の祝福に与る。永遠の命とは、神の命の中に置かれているということである。 


